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【附属機関名称】会議概要 

会 議 名 足立区成年後見制度審査会（令和６年度第１回） 

事 務 局 足立区福祉部高齢者施策推進室医療介護連携課権利擁護推進係 

開催年月日 令和６年 ７月１９日（金） 

開 催 時 間 １０時００分 開会 ～ １２時０８分 閉会 

開 催 場 所 足立区生涯学習センター 

出 席 者 

（委員） 

八杖会長、矢頭副会長、大輪委員、髙木委員 

（職員） 

医療介護連携課：瀬崎課長、石河高齢援護第一係長、 

菊地高齢援護第二係長、笠尾権利擁護推進係長 

福祉管理課：近藤課長 

障がい援護課：早川課長、和田基幹相談・権利擁護係長、 

村滝基幹相談・権利擁護係主任 

障がい福祉センター：中沢自立支援係長 

西部福祉課：飯塚課長 

衛生部中央本町地域・保健総合支援課：秦課長、田中精神保健担当係長 

生活支援推進課：小林適正化推進係主査 

社会福祉協議会：髙橋福祉事業部長、結城地域福祉部長 

平権利擁護センターあだち課長 

山本基幹地域包括支援センター担当課長 

欠 席 者 

障がい福祉課：佐々木障がい施策推進担当係長 
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（審議経過） 

○瀬崎医療介護連携課長 皆様、おはようご

ざいます。本日は大変暑い中、お集まりいた

だきましてありがとうございます。 

 ただいまから、令和６年度第１回足立区成

年後見制度審査会を開会します。 

 事務局、前年度、高齢福祉課から変わりま

して、医療介護連携課になります。私は、課

長の瀬崎と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。着座にて御説明させていただき

ます。 

 審議に先立ちまして、資料を確認します。

本日の資料につきましては、机上に御用意さ

せていただいております。 

 まず、１枚目に次第がございます。名簿

が裏面にあります。次に、席次表がござい

ます。裏面に関連条例施行規則、要綱等を

御用意させてもらっています。その後、議

事資料という形になっていますので、不足

がある場合につきましては、事務局までよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、今年度初めてということもご

ざいまして、委員の先生の皆様にも簡単に

御挨拶をいただければと思っておりますの

で、八杖会長からお願いいたします。 

○八杖会長 皆さん、おはようございます。

弁護士の八杖と申します。 

 今日、第１回なんです。何かこの間も挨拶

をした気がするのですが、私は、先生方より

かは後輩なのですが、会長をしばらく拝命し

ておりまして、対応させていただいておりま

す。 

 足立区成年後見、かなり頑張って進めてい

ただいていて、先進的な事例とかそういった

御紹介もあることはもちろん、少しずつ区内

でネットワークが広がっていて、区民の皆さ

んが高齢になったり障がいになったりして

も、安心して暮らせるような環境整備が少し

ずつ進んでいるように思っております。 

 これまでの状況をまたしばらくというか、

これからもなお一層よい発展していくよう、

尽力したいと思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いします。 

○瀬崎医療介護連携課長 ありがとうござ

います。それでは、矢頭副会長、お願いいた

します。 

○矢頭副会長 司法書士の矢頭でございま

す。大分、この審査会の委員をやらせていた

だいてから、年がたっておりますけれども、

今、八杖会長がおっしゃったように、かなり

以前から見ると進んできているというふう

に感じております。 

 といいつつも、課題がないわけではないわ

けでありますので、その課題を解消しつつ、

少しでも成年後見制度がよりよい、地域社会

にとってよりよい制度となるように、努力し

てまいりたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○瀬崎医療介護連携課長 ありがとうござ

います。それでは、大輪委員、お願いいたし

ます。 

○大輪委員 東京社会福祉士会の大輪典子

と申します。よろしくお願いいたします。座

ったままで失礼いたしました。 

 東京社会福祉士会の中で、成年後見を担当

する部署にぱあとなあ東京というものがご

ざいます。私はそのぱあとなあ東京の中で、

法人後見監督部の、今、部長もさせていただ

いているところでございます。 

 足立区のこの「じぶんノート」というノー

トがとてもすてきなノートだなと、すごく考

えられたノートだなと思って、関心を持って、

今後の活用の方法などに期待をしていると

ころでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○瀬崎医療介護連携課長 ありがとうござ
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います。それでは、髙木委員、よろしくお願

いします。 

○髙木委員 千住公証役場の公証人の髙木

でございます。私は平成２８年からこの制度

委員会の委員をさせていただきまして、かな

り長い期間になっているのですが、あと任期

が１年ちょっとなので、そのぐらいかなと思

っています。引き続きどうぞよろしくお願い

いたします。 

○瀬崎医療介護連携課長 よろしくお願い

します。 

 区側の管理職も入替えがございましたの

で、改めて簡単に自己紹介をさせていただき

ます。 

 まず初めに、近藤福祉管理課長からお願い

します。 

○近藤福祉管理課長 福祉管理課長、近藤で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○早川障がい援護課長 障がい援護課長、早

川です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○中沢自立支援係長 障がい福祉センター、

中沢と申します。本日、センター長、山本の

代理として出席させていただきます。よろし

くお願いします。 

○飯塚西部福祉課長 西部福祉課長の飯塚

と申します。どうぞよろしくお願いします。 

○秦中央本町地域・保健総合支援課長 中央

本町地域・保健総合支援課長の秦です。よろ

しくお願いいたします。 

○髙橋福祉事業部長 社会福祉協議会福祉

事業部長の髙橋と申します。よろしくお願い

いたします。 

○結城地域福祉部長 同じく社会福祉協議

会地域福祉部長、結城と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○瀬崎医療介護連携課長 その他事務局に

つきましては、名簿の担当所管ということで

記載させていただいておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、議事のほうに入っていきたいと

思いますが、まず、本日の出席委員を報告し

ます。 

 委員定数４名のところ、出席委員４名に達

しておりますので、条例第６条第２項に基づ

きまして、本日の審査会が成立していること

を報告します。 

 これ以降の進行は八杖会長にお願いいた

します。なお、議事録作成のため、本日の質

疑は録音させていただきます。御了承くださ

い。また、御発言の際には、最初にお名前を

述べられてから発言のほど、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、八杖会長、お願いいたします。 

○八杖会長 では、皆さん、改めまして、お

はようございます。朝早くからありがとうご

ざいます。 

 前回も最後でしたか、お話ししましたけど、

今、成年後見制度の見直しが国のほうで法制

審議会というところで進められていまして、

かなり大きい見直しになる予定です。 

 ですので、今後足立区、新しい成年後見制

度になったときに、どう対応していくかとい

う問題はあるのですが、今やっていることと

いうのは全く無駄になることではなくて、今

やっていることがそのまま法律になるよう

な、そんなイメージで捉えることもできるの

ではないかなと思っていますので、そこは継

続性を持って、対応したいと思います。 

 その見直しの議論のほかにもう一つ、大き

い動きとしてありましたのが、身寄りがない

人の問題というのが今、国で大きく取り上げ

られています。身寄りのない人の一番今まで

問題だったというのは、身元保証の団体さん

がいろいろな侵害行為が多いということが

ずっと問題になっていまして、ちょうど去年

の今頃ですか、総務省からその実態調査が報
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告されました。 

 そこではいろいろなトラブル事案である

とか、権利侵害事例の御報告もありまして、

国がようやく動き出し始めまして、今年の６

月に、身元保証団体、言い方が変わりまして、

高齢者終身サポート事業者という名前だっ

たと思いますけれど、それのガイドラインと

いうのをつくられました。 

 そこには、例えば重要事項をしっかり説明

しなければならないとか、預り金は分けて管

理しなければならないとか、いろいろなこと

が規定されております。 

 この身元保証の団体、高齢者終身サポート

事業者について、国としては淘汰していって、

ちゃんとしたところだけ残していこうとい

う方針のようなのですが、もちろん足立区内

でもたくさん活動されていらっしゃると思

います。 

 今後、皆さん、そういった方々にお会いに

なったりするようなことあると思うのです

けれど、今回できたガイドラインをしっかり

見ていただいて、そのガイドラインにきちん

と準拠されているのかどうか、確認して対応

をしていただけるとよいのではないかなと

思います。 

 区民の皆さんが不利益を受けたりとか、権

利侵害があったりということはよくないこ

とですので、そういった対応を少し心がける

とよいかなと思っております。 

 身寄りのない方、やっぱり成年後見制度に

つながることも多いです。首長申立というの

は、昔は困難事例とかがかなり多かったわけ

ですけれど、最近は身寄りがない方で、課題

の大きなものはないけれど、支援する家族が

いないということで、成年後見につながって

きているところもありますので、関係各所の

皆さん、身寄りのない方にどう権利養護支援

をしていくのかということをいつも頭に浮

かべながら、御対応を引き続きお願いしたい

と思っております。 

 それでは、次第に従いまして、議事を進め

てまいりたいと思います。 

 まず、議題１です。令和５年度の実績につ

いて、事務局から御説明をお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 医療介護連携課

権利擁護推進係長の笠尾です。私から説明さ

せていただきます。 

 お手元の資料で、統計資料１という資料を

御覧ください。東京家庭裁判所から提供され

ているデータになります。通常のものは概要

という形で、年の初めぐらいにホームページ

で開示されているのですが、こちらのデータ

は東京都が家庭裁判所にお願いをして、東京

都内の市区町村別のデータの提供を受けた

ものです。それを使って説明をさせていただ

きます。 

 なお、よく混同されるのですけれども、大

体、役所が提供しているデータというのは年

度のデータなので、４月から３月のデータと

いうことが多いのですが、裁判所のデータと

いうのは、１月から１２月を区切りとして集

計しているものです。 

 ですから、本来は区とちょっと時期が異な

ってしまうのですけれども、今日御紹介する

データの中の幾つかは、私が１月から１２月

という形で同じように集計をかけて、出した

数字を御紹介いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

 まず、統計資料１は、昨年の１２月末現在

の成年後見制度の利用者数、これを２３区別

に示したというものです。一番右端には２３

区の中の順位を掲載をさせていただいてお

ります。 

 足立区は、下から３番目ぐらいのところに

あると思いますけれども、足立区の数として

は、後見が９１５、保佐が２４９、補助５３、
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任意後見が１６ということで合計１,２３３、

前年が１,２２７、これは後でまた比べてい

る資料が出ますが、僅かに増加したという形

になっていて、順位としては、昨年同様の４

位ということで変わっておりません。ちなみ

に１から３位の順位にも変動はありません

でした。 

 次に、１枚めくっていただいて統計資料２

を御覧ください。こちらは、令和５年１月か

ら１２月の間に新規に申立てが行われたも

のの件数になっております。こちらも２３区

別に数字を示していて、一番右端には順位を

示してあります。 

 足立区は同じように下から３番目ですけ

れども、後見が１８７、保佐５３、補助９、

任意後見３、合計２５２ということで、この

２５２という数字が去年より１つランクア

ップして、２位ということになっています。 

 これは昨年２位だった練馬区が３３件ほ

ど減少して、４位に落ちたということで、足

立区が２位に繰り上がり、１位は世田谷区で、

これは昨年と変わりがありませんでした。 

 ちなみに変動が多かった区を私のほうで

ピックアップしてみたのですが、江東区は合

計が昨年より５５件増えて、順位が１０位か

ら一気に５位というに浮上しています。逆に

葛飾区は４６件も減ってしまって、順位が逆

に５位から１０位に転落したという状況に

なっています。この状況については各区によ

り大きな変動がございました。 

 次の統計資料３を御覧ください。こちらは、

今紹介した統計資料２のデータのうち審判

がおりたもので、後見人の職種ごとに占めて

いる割合がどれぐらいなのかというものを

示した表になっています。 

 足立区の状況を見ると、専門職で一番割合

が高いのは、昨年と変わらず司法書士という

ことで、割合は３７.９％となっています。

以降、弁護士の２２.７％、社会福祉士の１

７.１％という形になっております。 

 ちなみに、社会福祉士は昨年は２５.９％

ということで、２３区の中で一番高い割合に

なっていたのですけれども、今年は大きく減

少して、２３区の中でも順位は３番目という

形になっています。これは何でなのかと言い

ますと、区長申立のときに候補者の選定手順

というのがあるのですけれども、昨年度から、

そのときの検討の仕方を変更しております。 

 今までは、課題別にこれは弁護士がいいと

いう形でお出しする。司法書士も同じように、

司法書士に相続をやっていただいたほうが

いいということで選定することが多く、逆に

そうした課題がないものについては、消去法

ではないのですけれども、社会福祉士さんに

ということで、大きな法的な課題がないもの

は社会福祉士にという形に今まではなって

いました。それを、そうではなく、社会福祉

士も専門職として得意とする課題の解決力

を生かして、そうした課題がある方は社会福

祉士で、それが特にないケースは別の職種で

もいいのではないかという考え方に、去年度

から少し改めております。そういうことから、

このような結果につながったと考えており

ます。 

 ちなみに、親族の割合については、昨年は

１３.８％とだったのですけれども、今年度

は１９％ということで昨年よりも増えてい

ます。 

 昨年も御紹介したと思いますが、この表の

割合については、各区で非常にまちまちな状

況になっております。例えば墨田区、割と上

のほうにありますけど、墨田区は、司法書士

の割合が１８.２％、２３区の中で一番少な

くて、社会福祉士に至っては０％ということ

で、ほぼいらっしゃらないという形になって

おりますが、法人後見が２３.６％というこ
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とで、ほかの区に突出して多いという状況が

見られます。 

 また、中ほどに位置する目黒区では、弁護

士の割合が５１％ということで一番多くな

っていたり、荒川区では、下のほうですけれ

ども、逆に司法書士が６４.９％というよう

な割合を占めていたりします。 

 そのほかに特徴的なものとしては、品川区、

真ん中より少し上あたりですけれども、社協

が１２.７％で、あとは市民後見人の活用が

非常に積極的で、８.２％という数字が出て

います。 

 ちなみに、表の一番下には、足立区の令和

４年度の状況を御参考までに載せさせてい

ただいております。 

 続いて、統計資料４のほうに移ります。こ

ちらが、今まで紹介した数字をここ６年間の

推移で取ったものになっています。一番上の

表は利用者数の推移ということで、平成３０

年の１,１０９というところから、先ほど御

紹介した最新の数字１,２３３までの推移と

なっております。 

 長期的に見ると、増加しているという傾向

ですが、細かく見ていくと、令和３年度の１,

２５３件というのをピークに少し伸び悩み

というか、横ばいという状況になっておりま

す。 

 ２番目の表は、新規申立数の推移になって

います。これについては、合計数で見ますと、

令和３年度にかなり落ち込んでいるところ

があります。２１７ということで、これはコ

ロナによるものと推測されますけど、それ以

降、去年から回復して、現在はさらにそれよ

りも増えてきて、増加傾向に転じているとい

う状況になっています。 

 一番下の、参考という表は、この新規申立

の状況を２３区別に示したものになってい

ます。その表の一番下に２３区の合計数とい

うものが表示されていますが、それを見ます

と、令和４年まではずっと増加してきたのが、

令和５年度については横ばいで、ほぼ同数と

いう数字となっていることが分かります。 

 今、御説明したとおり、足立区においては、

新規申立数は増加傾向。しかしながら、利用

者数は横ばい、これはなぜなのかと言います

と、減っている数もあるからです。減ってい

る数というのは終了した人の数になります

が、成年後見制度で終了ということは、ほぼ

お亡くなりになった方の数と思われます。 

 中ほどの上から３番目の表にそうした状

況、区長申立、他申立、減少数というのを示

した表を作成させていただきました。この表

で分かるとおり、令和５年度は区長申立の数、

１月から１２月、申立てをした実績値が８４

件になっていました。この作成した表を見る

と、減少した数というのは、前年の利用者数

に新規申立数を足したものと、実際の利用者

数との差から計算できます。減少数を出した

ところ、ここ数年は減少している数と新規申

立の数がほぼ一緒ぐらいということになっ

ていました。 

 しかしながら、他申立数のうち区長申立以

外の申立て、これについてはちょっと情報が

ないので、本人・親族申立なのでしょうけれ

ども、どういう経路で申し立てられたかわか

りませんが、その数については、この６年間

でほとんど変わりがないということが分か

りました。 

 ですから、単純にこの表から解釈すると、

他申立数に変化なく、減少者数が増えていく

状況となると、区長申立の数が維持できない

と利用者数が減少していってしまうことが

懸念されるということになります。 

 これは果たして足立区だけの傾向なのか

どうかということを疑問に感じましたので、

統計資料５に同じように計算して出した２
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３区別の表を作ってみました。 

 まず、右下の合計というところを御覧いた

だければと思います。２３区全体の利用者数

としては、足立区と同様に令和３年をピーク

に現状ほぼ横ばいの状況でした。２３区全体

の減少数というのも、ここ数年の減少数がざ

っくりと見ると、ほぼ新規の申立ての数と同

じぐらいという状況です。 

 その一方で、その他申立数が非常に減って

います。具体的には、２,３３４から２,１９

８ということに大きく減っていっています。

その逆に、区長申立が９６８から１,１１１

と大幅に増加していました。 

 ですから、一般のその他申立が減少した分

を区長申立の分でカバーしているというこ

とになります。ちなみに各区別で見ると、利

用者人数が一番増えていたのは江東区で、左

側の真ん中ちょっと下ぐらいにありますけ

れども、これがプラス３０件ということで、

２３区の中で一番利用者数が増えていまし

た。その内訳では、区長申立が３３件増えて

いて、その他申立も２２件増えていたという

状況です。 

 逆に利用者数が一番減ってしまっていた

のは杉並区です。杉並区は右側の表の上から

３番目です。利用者数がマイナス４９件とい

うことになっていましたけれども、こちらの

ほうは、区長申立がマイナス９件、その他申

立もマイナス１４件というような状況でし

た。 

 各区それぞれまちまちの要因があり、一概

に原因を説明するのは難しいと思いますが、

区長申立をしていく体制が進んでいけば、親

族申立や本人申立の利用も促進されるとい

う効果も期待されると思います。 

例えば、区長申立で進めていたものが、途

中から親族申立に切り替わるというものも

ありますので、そういうことも含めて考える

と、やはり区長申立の数は成年後見制度の全

体の利用者数に少なからず影響を及ぼして

いることが推測されます。 

 ちなみに、全国の状況は、資料はないので

すが、裁判所から出ている概要の中で令和元

年から数字を追ってみたところ、こちらも右

肩上がりに市長申立が増えているというこ

とが分かりました。 

 他市区町村も国の利用促進計画に基づい

て中核機関をつくったり、いろんなことをや

ったりして、区長申立をてこ入れすることに

よってその数が増えてきています。それが少

なからず利用者数にも影響しているのでは

ないかということが、このデータから読みと

れます。 

 ちなみに全国の利用者数も右肩上がりに

少しずつ、毎年４,０００とか５,０００人ぐ

らいですけれども、増えてきているという状

況にはなっていますので、その中で区長申立

への取組が、一つの成年後見制度利用促進の

キーになっているのではないかというのが

今回のこの数字から導き出されたというこ

とを御報告させていただきたいと思います。 

 議題１について、続けて報告したほうがい

いですか。 

○八杖会長 今議題の１番で、続けてという

のは２番に入ったほうがよろしいかという

ことですか。 

○笠尾権利擁護推進係長 いいえ、まだ１番

の中で報告するデータが他にもあります。 

○八杖会長 その他のデータの御説明も一

緒にいただいたほうがいいかと思います。 

○笠尾権利擁護推進係長 一緒にやってい

って構わないでしょうか。 

○八杖会長 お願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 では、引き続いて、

次は横判の資料で、資料１－２－１というの

がございます。こちらは、昨年度から中途経
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過でも御報告させていただいている区長申

立審査会のデータです。 

 これは年度のデータになりますので、先ほ

どのものとは少し異なる期間の集計になっ

ております。毎回御説明なのですけれども、

申立数というのは多少タイムラグがあり、審

査が終わった後、申し立てするのに時間がか

かって年度をまたいでしまうケースもあり

ます。そこで、この申立審査会の数のほうが

実態に近いのではないかということで、この

数字を集計して使っております。 

 この表の一番下の合計という表の中の年

合計とありますけれども、この年合計の８４

というのが、この令和５年度中に区長申立審

査会にかけられた件数になっています。８４

件の審査を行ったという形になります。ちな

みにこの８４件のうち、年度で見ると申立て

をした数は８６件となっています。数字が合

わないのは、昨年度の積み残しの分を、今年

度になってから申立てしたということで、こ

のように多少数字が合わないということが

発生しております。 

 こちらを簡単に説明させていただきます

けれども、高齢者、知的障がい者、精神障が

い者に分けていますが、知的障がい者につい

ては、令和４年だけがすごく数字が多く、年

合計で見ると１３件という形になっていま

すの。そこが大きく突出していましたけれど

も、令和５年については、それ以前のような

状況に戻ったというような状況になってお

ります。 

 精神障がい者については、令和５年度につ

いても例年どおりというような状況になっ

ていました。 

 高齢者は、昨年から２件増えて７５件とい

う形になっていて、令和２年度からの推移を

見ると、先ほども利用者数でお話ししたとお

り、コロナの影響で減少したと思われる令和

３年度から昨年大きく増加して、そのまま高

止まりをしているという傾向が見えます。 

 ちなみに、この高齢者の年合計の隣に生保

という欄がありますけど、この生保というの

は、審査した件数の中で生活保護受給者ケー

スというものをカウントしていて、これが令

和４年度２０件、令和５年度２０件という形

になっています。高齢者の区長申立の数が増

加してきている原因の１つには、生活保護受

給者に対して後見人をつけるケースが増え

てきているということが言えると思います。 

 続きまして、区長申立審査案件発見のきっ

かけという、資料でいうと１－２－２です。

こちらも毎年御紹介している表になります

けれども、審査にかかる発見のきっかけ、そ

れがどこだったのかというものを、１５項目

に分けて集計を取っているものです。 

 これによりますと、コンスタントに右肩上

がりになっているのは福祉事務所・保健所の

ものになります。令和２年度８.１％だった

ものが、令和５年は１６.７％という形でず

っと右肩上がりになっていて、この右肩上が

りが増えているというのは、先ほど御説明し

た生活保護受給者ケースが増えてきている

ことと一致すると考えています。 

 そのほかに、大体１５％から２０％ぐらい

を毎年占めているのは、地域包括センターの

２１.４％、それから病院の２０.２％、ある

いは介護・障がい施設の１５.５％となりま

す。母数全体が毎年７０件とか８０件ですの

で、割合については、変動が激しい状況にな

っておりますけれども、その中でも今御紹介

した福祉事務所、地域包括、病院、介護・障

がい施設については、コンスタントに１５か

ら２０％ぐらいの数字が出ているという状

況になっております。 

 続きまして、区民後見人の状況に移ります。

資料１－３になります。あだち区民後見人に
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ついては、毎年度募集を１月にするので、前

年度の応募という形になっています。令和５

年度養成スケジュールということで紹介さ

せていただいておりますが、今年については、

１月に公募説明会と基礎講習、それから一次

選考を行って、３月に二次選考、それを通過

した４名が、現在、養成実務研修を実施中と

なっています。 

 このスケジュールでは、３月と書いていま

すけど、２月から３月に三次選考をこの制度

審査会の委員による面接により行っていた

だき、４月には合格者を新しく登録できると

いう予定になっております。 

 その下の表には足立区民後見人の登録状

況ということで、各年度の登録者数を個別に

示しています。累計だと今までに４９人が登

録し、受任者の累計は４１件ということにな

ります。今現在は、登録されている方が２５

名、受任している件数は１０件という形にな

っております。 

 その下には助成制度の利用状況という、推

移の表がございます。これは令和２年度から

の報酬助成と申立費用助成の内訳になって

おります。高齢者の申立費用助成については、

件数はほぼ変わりなく、ここ数年は１８件と

なっていますが、高齢者の報酬助成のほうは

令和５年度、７３件来ています。全体だと報

酬助成が８８件ありました。令和４年度は、

全体で５６件だったので、非常に報酬助成が

増えたという状況です。 

 報酬助成につきましては、基本は年に１回、

報酬付与の審判をした後で申し立てする方

が多いのですが、途中でお亡くなりになった

場合はその都度、申立てが来るということと、

あとは後見人が変わった場合にもその都度、、

での申請になりますので、そういう関係でも

増減することが推定されますけれども、全体

の流れとして、報酬助成を利用される方が増

えてきているということを感じております。 

 議題１の説明については、以上になります。 

○八杖会長 ありがとうございました。大変、

詳細かつ分析が大変興味深いといいますか、

いろいろな感想を皆さんお持ちになったの

ではないかと思いますけれど、今のこれは前

年度のということ、裁判所基準ですと前年と

いうことになると思いますが、今、詳細に御

説明いただいたことにつきまして、何かお気

づきの点とか、気になった点とか、御質問と

かあったら、特に委員の先生方お願いしたい

と思いますけど、いかがでしょうか。矢頭さ

ん、いかがですか。 

○矢頭副会長 ただいまの数字の御説明を

伺いまして、少しずつ数字と全体的な数字が

増えているということが足立区内の施策と

しての評価の表れなのかなと思いつつも、こ

の統計資料の１と２に類型別の数字があり

まして、今基本計画の中でも保佐、補助及び

任意後見の利用の促進が優先課題として掲

げられている中で、足立区はどうなんだろう

というふうにこれを拝見をしたところ、例え

ば統計資料１の保佐は、この２３区合計より

も割合的には多いのですが、補助と任意後見

が２３区の割合よりも下回っているかなと

いうところで、単年度なのでこれをどういう

ふうに見るかというのは、これだけで判断す

るの難しいと思うのですけど、特に任意後見

は見ると多い区と少ない区を見ると、明らか

に富裕層のお住まいの区の方が多そうな区

は何か任意後見が多そうで、数字的には多く

てというような傾向も見てとれるので、そう

いう意味でおいて、任意後見に関しては、数

字的にはそれぞれの区の地域事情があるの

かなというふうには思いつつも、他区との比

較という趣旨ではなく、足立区として今まで

行ってきた成年後見制度のいろいろな施策

の取組がどのように反映されているかとい
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う、年度ごとにどのように数字が変わってい

るかという、そういった視点でこういったも

のを見ていく必要もあるのかなというふう

には感じた次第であります。 

 特に今、全国的には保佐、補助の数字とい

うのは若干少しずつ増えているという傾向

があるかと思いますので、この辺りも足立区

はちょっと意識していく必要があるかなと

思いました。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございました。委

員の先生方、ほかはいかがですか、何かご

ざいますか。 

 私は、ほかの区の状況と比較ということ、

先ほど足立区としてのという話がございま

したが、市民後見人の活用状況については、

ほかの区との関係が少し気になりました。こ

れは資料３にあるわけですが、足立区は市民

後見人０.７％というふうになっております

けれど、結構、市民後見人をほかに活用して

いる自治体というのが増えてきているなと

思いました。 

 先ほど、少し申し上げましたけれど、困難

事例検討会に参加していても、大きな課題は

ないけれど、身寄りのない方という件数は明

らかに増えてきているような気がしていま

して、そういった場合に区民後見人さんの活

用というのができないのかなというのをい

つも考えたりしているのですけれど、そうい

った方々が増えてきているのに、うまく対応

ができているのかなという、そういった考え

を持ちました。そこが私が拝見していて、少

し気になったところです。 

 あとは、笠尾さんから御説明があった首長

申立が増えていっているけれども、一般のほ

うが平坦、横ばいだという御説明がありまし

たけど、これもやっぱり身寄りがない方が増

えているということ、要するに家族で申立て

をすることができないから、首長申立になる

ので、そういった方が足立区内には増えてい

っているということなんだろうなというの

をこの統計資料を拝見して、また感じた次第

です。 

 ほか、先生方いかがですか。髙木さん、あ

りますか。 

○髙木委員 髙木でございます。今、八杖会

長からあった市民後見人の関係ですけれど

も、足立区が特に少ないというわけではない

と思います、平均値からすると。ただ、品川

区が８.２％、墨田区が５.５％とかなり利用

件数が多いと思うのですが、ここら辺の区に

よってゼロもいっぱいあるわけですから、何

とも言えないが、その多いところの活用状況

というのは何か調査されることを考えてお

られますか。 

○笠尾権利擁護推進係長 よろしいですか。 

○八杖会長 お願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

長の笠尾です。 

 特に調査をするということは予定してい

ないのですが、各区の状況を見ると一番大き

く違うのが、どういうケースを区民後見人に

お願いするかという部分になると思います。 

 足立区では、非常にハードルが高く設定を

されているというか、施設で課題があまりな

い方という方を中心に、受任をお願いしてい

るということがありますけれども、例えば墨

田区とかは割とハードルが低くて、これもお

願い、これもお願いというような形でどんど

ん投げてしまっているというような状況に

あると聞いています。 

 ただ、実際には、足立区では社会福祉協議

会が後見監督人ということでついてやりま

すので、そういうような後見監督人側の充実

度とか、そういうものにも区民後見人の活動

状況が影響されてくるということがありま
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すので、一概に数を増やすということではな

くて、増やしたときにどうなのか、その人の

支援の手当てがあるのかということも含め

て考えていかないと思っています。 

 以上です。 

○髙木委員 そうした場合に、この多いとこ

ろの問題事例とかそういうのは何か情報共

有されますか。市民後見人、区民後見人を活

用している過程で、こういうことが問題にな

ったとかそういうことですね。 

○笠尾権利擁護推進係長 特に何年か前に

墨田区の区民後見人を担当している方に来

ていただいて、実際に従事していますという

区民後見人の方も来ていただいて、後見人連

絡会でお話を聞いたことがありましたけれ

ども、いろいろ大変だけど、何とかできてい

ますというような形で言っていただけない

のか、本当にないのか分からないですが、詳

しいお話はお伺いすることはできなかった

と思います。 

○八杖会長 大輪さん、お願いします。 

○大輪委員 大輪でございます。専門職後見

人から区民後見人へのリレーに関してとい

うことで、そういう取組をしている区では、

リレーのガイドラインというようなものを

つくられて、専門職からある程度安定した案

件とか、地域での見守りが必要な案件に関し

てのリレー方式というのを検討するための

ガイドラインなどをつくっていることもご

ざいますので、活用というところでは御検討

いただければなと考えました。 

○矢頭副会長 ほかの区の取組を見たとき

に、この市民後見人単体の選任件数というこ

とよりも、市民後見人をどのように活用して

いくかという趣旨でいうと、例えばその下の

葛飾区は０.０％ですけれども、その横のそ

の他法人が８.９％と、これは社協さんが法

人後見で受けて、落ち着いたところで少しず

つ市民後見人に移行していくという取組を

しているということから考えると、活用の仕

方としては市民後見人と法人後見、これをセ

ットにして考えていて、事例に応じて、どち

らを原則としていくかというような、そうい

った考え方もあるのかなと。 

 特に市民後見人の方が受ける受け側とし

てのハードルとしては、やはり大きいのは、

その責任の重大さという一つのプレッシャ

ーがあるかと思いますので、そういったもの

をある程度軽減をしていく一つの方策とし

ては、法人後見でまず１回受けてみると。そ

して、慣れてきたところで移行していくとい

う取組も、検討していく必要があるかなと思

いました。 

○八杖会長 ありがとうございます。そうで

すね、今、矢頭さんが言われたようなことも、

足立区としてもどうしていくのかというこ

とを今後引き続き検討できればよいのかな

と私も聞いていて思いました。 

 現在の市民後見人さんの登録者数が２５

人で、受任件数が１０人、１０件となってい

るので、登録されている方皆さんが受任して

いるような、少なくともそういった形に持っ

ていけるとよいのかなと個人的には思って

いるところです。 

 委員の先生、委員の皆さんに限らず、何か

皆さんからもお気づきの点とか御意見とか

ございますでしょうか。よろしいですかね。 

 いずれにせよ大変頑張っていると、足立区。

それは数字からもよく反映されていると思

いますので、ぜひ引き続き令和６年度ももう

半ばですけれど、頑張ってまいりたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。次の議題

に参ってもよろしいでしょうか。 

 では、続きまして、次の議題に参りたいと

思います。議題の２になります。こちらも事

務局のほうからお願いをしたいと思います。 
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○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

の笠尾です。 

 資料のほうは、横判の資料２－１－１とい

うことで、これ裏面が令和６年の今年度の計

画ということで、５年のほうは去年の実施済

みの計画の内容になっております。詳細はご

覧いただければと思いますけれども、あえて

説明させていただきますと、一番左端の困難

事例検討会が、本来は月１回の予定だったの

ですが、６月、９月、１０月など数字が２つ

入っている部分については、１回では検討し

切れなくて、複数回開催する必要があったと

いう部分になって、それが区長申立の件数の

増加につながっていると御理解いただけれ

ばと思います。 

 あと知的障がい者については、そこの表の

とおりに小規模講座等を実施していて、あと

は後見人連絡会ですとか、研修とかというこ

とをこの表に基づいて実施しているという

状況です。 

 裏をめくっていただいて資料２－１－２

のほうでは、今年度の計画ということで、既

に実施したものについてはその数字が、予定

の部分については、予定の数字を書いてあり

ます。数字は日付です。７月の困難事例検討

会については件数が多く、既に２回行われて

いて、実は、８月も２回やらないと足りない

のではないかという状況になっています。 

 この表の中で去年と変わっていたのは真

ん中の研修のところに７月にＣＷと書いて

いますけど、これはケースワーカーさん向け

の研修をたまたま私がお願いされて、ついこ

の間、福祉事務所のほうでやらせていただい

たということで、この表に入れさせていただ

いております。そのほかについては、予定と

いうことで記載されていますので、この後、

続いて各担当から説明させていただきます。 

○八杖会長 お願いします。 

○平権利擁護センターあだち課長 権利擁

護センターあだちの平と申します。よろしく

お願いいたします。 

 私のほうはその次の資料のほうに沿って、

業務委託実施報告、令和５年度のものを区に

報告したものをもちまして、説明させていた

だきます。全般的に少し量が多いので、この

中からかいつまんでお話ししたいと思いま

す。まず、相談の状況ですけれど、令和５年

度に関しましては、コロナ明けというところ

で、相談件数はすごく増えております。 

 また、こちらの受付状況のところにいろい

ろ相談内容が書いてあるのですけれども、重

複しているものもありますので、４,４０３

件が全相談件数かというとそういうわけで

はなくて、そこはまた来年度はシステム等の

見直しで、その件数をきちんと出せるように

したいと思うのですけれど、内容的にはこの

ようになっております。 

 そして、その任意後見だとか、特に最近な

のですが、任意後見や身元保証といった相談

も、すごく増えてきているなということは業

務をしていて思うところです。 

 認知症になってから、いろいろできなくな

ってからの相談が今まで多かったのですけ

れども、そうなる前に考えていくというふう

な、少し老い支度的な相談もすごく増えてい

るのはよいなと思っております。 

 続きまして、ページをめくっていただいて、

３番の成年後見制度に関する相談会の実施

のところを御報告させていただきたいと思

います。これは、令和２年度、令和３年度に

始まった専門職による相談会で、まず、令和

２年度に弁護士、そして、令和３年度に司法

書士の専門職相談会を権利擁護センターの

ほうで行うようになりました。中止と書いて

あるところは、相談が実際入らなかったとこ

ろではあるのですけれど、１日２件までとい
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う少ない人数ではあるけれど、活用されてい

るなと思っております。 

 また、私たちもその相談を日々受ける中で、

相続とか負債とか、親族の対立とかすごく難

しい内容の相談については、なかなか私たち

の成年後見に関する知識だけで進めていく

のが難しくて、そういうときに、こういう専

門職相談があると、こちらの相談会を御案内

して、場合によっては一緒に入らせていただ

いて、お話、私たちも勉強になるというとこ

ろで本当にこれはいい会だなというふうに

感じております。 

 包括からの相談も多くて、なかなか利用者

は来れないけれども、包括やケアマネジャー

で、今後の対応を相談させてほしいという相

談が入ってきます。 

 続きまして、３ページ目の４番、５番のと

ころですけれど、昨年度の取組として、５番

にある区民出前講座ですが、１３番にある１

１月２４日に行った成年後見制度について

というところは、精神のほうの相談支援事業

所ネットワークと一緒に、そちらのほうに声

をかけさせていただいて、計画相談の方に向

けて、成年後見制度についての説明を行いま

した。 

 それでその方たちを通じて、４番目にあり

ます研修会の実施なのですけれど、１月１９

日に、こちらの会も御案内させていただいて、

知的障がいの方向けではあったのですけれ

ど、精神の方も御参加してくださったという

ふうに聞いております。 

 続きまして、次のページです。４ページ、

７番目、成年後見人連絡会、コロナが明けた

ということでようやく対面で３回実施する

ことができました。様々な専門職の方の交流

の場というところはすごく貴重な会だなと

思っておりますので、今後も引き続き、でき

れば対面で開催していきたいと思っており

ます。 

 課題としては、会場のキャパの関係で、今

まで新しい方に、ここ数年積極的に声かけが

できていなかったのですけれども、若い後見

人も大分増えてきていると思っております

ので、新しい方に向けて、こちらの会の御案

内というのも、積極的に今年度できたらいい

なという話は課内でしております。 

 ８番目が区民後見人の養成です。こちらは

先ほど笠尾係長から御報告いただいたとお

り、１年間で養成しております。昨年度は、

令和４年度の養成開始した方が２名、卒業さ

れて、無事登録してくださいました。今現在、

２名とも新規受任を受けてくださいました

ので、先ほどの資料は１０人であったのです

けれど、７月の頭に審判を終えた方がいらっ

しゃるので、１１人が今現在動いてくださる

方の人数です。 

 課題としては、２５名の方、卒業していら

っしゃるのですけれど、なかなかそのお声か

けをしても年齢、かなり後期高齢者の方もい

らっしゃって、平均年齢で６１歳ぐらいなの

で、若い方は親の介護だったり、子育てだっ

たりがあって、落ち着いてからというふうに

言われたり、高齢の方も自分よりも年が若い

方の後見人になるというところでちょっと

難しいと断られる場面もあって、お声かけは

するものの、やってくださる方を探すのが難

しくて、そこは課題だなと常々思っておりま

す。 

 ２５名中の８名は本当に講座は受けたも

のの、１回も活動してくださっていらっしゃ

らない方とですので、せっかく受講してくだ

さっているので、せめて１件は受けていただ

きたいなと思っております。 

 報告は以上となります。 

○和田基幹相談・権利擁護係長 障がい援

護課基幹相談・権利擁護係の和田でござい
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ます。よろしくお願いいたします。 

 私からは資料２－３に沿って御説明した

いと思います。先ほどの事業年度当初の計

画とは、一部日程がずれているものもござ

いますが、こちらに沿って御説明したいと

思います。 

 まず私どもの係、新設の係でして、昨年度

までは障がい福祉課の虐待防止・権利擁護係

というところが行っていた業務のうち、養護

者虐待の対応、権利擁護支援の部分と、あと

成年後見制度の利用促進、成年後見制度の申

立、報酬助成と引き継いで行っております。 

 併せて、基幹相談支援センターというとこ

ろの機能も持っておりまして、先ほど平課長

からもお話があった相談支援事業所のネッ

トワークの事務局等も担当している組織と

いう形で今年度再編しております。組織と係

員は変わっていますが、事業の部分は引き続

いて取り組んでいますので、令和５年度から

の一連の取組を御説明いたします。 

 資料のほうで、まず、１番目のところの令

和５年度の取組実績です。５年度は、あいの

わ福祉会とあだちの里という２つの法人に

対して、小規模講座や学習会を行いました。

この企画の狙いについてですけれども、障が

いのある方にとっても、あと御家族にとって

も最も信頼できる存在というのが、やはり日

常的に接している通所の施設であったり、グ

ループホーム等の担当職員というところが

ございます。 

 担当の職員は、利用者の様子を毎日把握し

て、利用者の支援を通じて、御家族とのやり

取りを行う中で、御家庭の状況についても把

握しやすい立場にあります。そうした事業所

の職員が成年後見制度の知識を持つことで、

御利用者の御家族に何らかの課題が生じた

際に適切に制度に結びつけることができる

というところです。 

 中でもこちらの２つの法人は足立区の知

的障がいや肢体不自由の方が多く利用され

ていて、事業所数も、スタッフの数も非常に

多く、また、重度高齢化を踏まえた地域生活

支援拠点等の取組も一緒に進めている法人

ですし、御家族等の急な傷病の際の緊急保護

等も、一緒にお願いしている法人でもありま

す。 

 そういう意味では障がいのある方の成年

後見制度の利用促進について進めていく上

では、まず、この２つの代表的な法人に御協

力いただいて、この後に、そのほかの事業所

や身近な支援者を巻き込んだ取組をどんど

ん進めていくという計画になっています。 

 資料の１番のところの実績の表ですが、昨

年度は６月にはあいのわ福祉会を対象に、矢

頭先生を講師にお招きして意思決定支援と

成年後見制度の説明を施設長・主任向けに行

っていただきました。 

 こうした講座後の成果としましては、法人

内のそのほかの事業所でも個別に御要望い

ただいて、小規模講座ですとかグループワー

ク等も実施しています。 

 次に、特徴的な取組はあだちの里に対して、

８月に区から法人のサービス管理責任者向

けにアンケートを実施して、１月にアンケー

トに基づいた学習会を行いました。アンケー

トの内容というのは、具体に、成年後見制度

に結びつける必要があると思われるケース

というのを個別具体的に挙げていただきま

して、そちらについて取り上げていきながら

進めていくというところです。 

 こうしたモデルケースでは、昨年度は７名

挙げていただいて、その結果、区長申立の予

定の方が２名、親族の申立の予定の方が１名、

今すぐ制度利用には結びつかないものの、施

設の職員と経過をしっかり見ながら、確認し

ていきましょうという方が４名ということ
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になりました。引き続きモデルケースとして

の制度利用の支援を行っていくと同時に、事

例を通じて、法人職員の理解が深まるように

小規模講座、出前講座にてサポートを行って

いきたいと考えています。 

 続きまして、２番の今年度の計画について

御説明いたします。今年度は、昨年度、あだ

ちの里に対して行ってきたアンケートとモ

デルケースの抽出の取組をあいのわ福祉会

に対して実施していきます。昨年度の違いと

しましては、こちらの法人は、知的障がいの

方のほかに身体障がいと高次脳機能障がい、

分類としましては、精神障がいというところ

になりますが、重複の利用者が多数いらっし

ゃいますので、そうした事例の御相談につい

ては、庁内で連携しながら進めていこうと考

えています。 

 今年は、あだちの里に対しては先ほど御説

明したとおり、個別のモデルケースの取組を

進めるとともに、関心が高まった状況を踏ま

えて、９月には管理職層に向けた小規模講座

を行っていきます。事前にモデルケースの取

組を通じて感じた疑問などもアンケートを

取りまして、それを踏まえて矢頭先生から講

義を頂く予定です。 

 ６年度の下の米印の部分です。あいのわ福

祉会、あだちの里、２法人以外についてのア

プローチについてです。こちらの試行的な取

組を障がい関連のネットワークですとか自

立支援協議会での周知を行っていきます。そ

うした周知を通じて、希望が上がった法人や

事業所を対象に、随時、小規模講座ですとか

権利擁護センターさんに御協力いただいて、

出張講座等も行っていきたいと考えており

ます。 

 報告の最後になりますが、行政内の相談受

付機関の役割も大切なところですので、障が

い援護課の各障がい援護係、あしすとの職員

向けの研修、また、随時の相談についてのサ

ポート、フォローアップも当係の役割として

担っていきたいと考えております。 

 以上で報告を終わります。 

○田中精神保健担当係長 精神障がい分野

について説明いたします。中央本町地域・保

健総合支援課の田中と申します。よろしくお

願いいたします。 

 資料２－４になります。まず初めに、令和

５年度の小規模講座の実施状況です。全て権

利擁護センターさんに御協力いただきまし

て、成年後見制度に関する基礎知識や、申立

てに関する手続などの小規模講座を行って

おります。家族向けのものが令和６年の１月

１９日ですけれども、これは広報で周知をし

て行っております。 

 参加者は１９人の方が、集まってください

ました。講師の先生は、ぱあとなあ東京の福

田由美子先生にお願いしております。２番目

に相談支援専門員向け小規模講座というと

ころで、これは障がい者の相談支援を行って

いる事業者の方々に向けて、講座を行ってお

ります。区内の相談支援事業所ネットワーク

というネットワークの場がありましたので、

そこの場をお借りして行っています。１６事

業所３１人の方が参加してくださっており

ます。 

 そして、例年ですけれども、保健師などの

職員向けの小規模講座、こちらも権利擁護セ

ンターあだちの鈴木さんに講師をお願いし

て行っております。 

 ２番目に、精神障がいの方への利用促進へ

の課題と切り口を書かせていただきました

が、まず、高齢化というところで御本人、あ

るいは保護者の方々の高齢化によって、生活

が立ち行かなくなる心配などから、制度利用

の相談もございます。そして、難しいのが精

神の方は病状の変化というところですけれ
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ども、病状に波がありまして、成年後見を検

討し始めたところでも、病状がよくなって不

要となる方も中にはいらっしゃいますので、

なかなか利用のタイミングが難しいなとい

うところはあるかと思います。 

 ３番目に長期入院者の退院促進による成

年後見制度利用というところですけれども、

こちらは、今年度、精神で長期入院されてい

る方に、退院促進に向けて病院に訪問調査を

する予定になっておりますので、その中で、

成年後見制度の利用が必要な方もいらっし

ゃるのではないかなというところは考えら

れるかと思います。 

 そして、今年度の講座実施予定ですけれど

も、御家族向けの小規模講座で、これは保健

センターの家族会がございますので、今年度

は東部保健センターと江北保健センターか

ら希望がございまして、行う予定になってお

ります。 

 また、例年になりますけれども、保健師や

精神保健福祉士など、保健センターの職員向

けに、基本的なところの基礎知識、こちらも

行う予定になっております。 

 以上です。 

○笠尾権利擁護推進係長 議題２について

は、以上になります。 

○八杖会長 ありがとうございました。すみ

ません、議題２、最初、私、冒頭で議題２の

何かというのをお伝えしないまま入ってし

まいましたけど、令和５年度の実施結果と今

後の取組についてというのが議題２になっ

ております。 

 では、まず委員の先生方、何か、今の御報

告について御質問とか御意見がありますで

しょうか。あったらお願いしたいと思います

けど、いかがでしょうか。 

 私から１点質問ですが、社協のほうで今回

地権事業の件数とかの御報告は入っていな

かったようにも思ったのですけれども、すみ

ません、従前、御報告いただいていたのかど

うかというところもございますが、その点は

過去と比べて増えているとか、そういったこ

とが分かったら教えていただけますでしょ

うか。 

○平権利擁護センターあだち課長 すみま

せん。いつもこの資料の中にはつけておりま

せん。 

○八杖会長 そうなんですね、失礼しました。 

○平権利擁護センターあだち課長 地権事

業ですけれども、令和５年度末で７６件あり

ます。急速に増えているなというふうには思

っております。 

○八杖会長 ありがとうございました。山本

さん、お願いします。 

○山本基幹地域包括支援センター課長 基

幹地域包括支援センターの山本です。３月ま

で権利擁護センターにおりましたので、今、

７６件の実契約者数としては、その件数なの

ですけど、僕の記憶だと令和３年がかなり多

く、地権の契約が結ばれたというので、２８

件、１年間で新規契約でした。令和４年度は

２３件で、昨年度はたしか１７件という感じ

でちょっと落ち着いた状況が今は見えてき

ているかなというふうな状況です。 

○八杖会長 ありがとうございます。今、田

中さんの御報告を聞いてて、ちょうど資料２

－４のところに、利用促進への課題・切り口

というところがあって、御説明があったと思

うのですけれど、たしか地権事業は、今、精

神障がい者の方の利用がものすごく増えて

いるというのが全国的な統計資料としてあ

ったような気がしたので、今成年後見という

のは、権利擁護支援の一つの形でしかないと

いうふうに言われていて、地権事業とかほか

のいろいろな策も一緒に利用者の課題に寄

り添う形で使っていこうというのが流れに
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なっていますので、その地権事業についても

選択肢を入れながら、この課題に取り組んで

いただくとよいのかなというのをちょっと

思ったものですから、御質問させていただき

ました。 

 ありがとうございます。ほか、いかがです

か。何か委員の先生方以外でも、足立区の皆

さんのほうから何か御質問あるいは御意見

があったらお願いをしたいと思いますけど、

いかがでしょうか。矢頭さん、お願いします。 

○矢頭副会長 司法書士の矢頭です。資料２

－２で相談の内容の中に、債務・消費者被害

等の経済問題というのが、結構な数で寄せら

れていることのようですけれども、多分この

足立区に消費生活センターという部署もお

ありかと思いますが、そういった部署との連

携というのも、このテーマに関しては一つの

論点かなと思っておりますが、これは権利擁

護センターあだちでの相談の内容なのです

が、足立区全体として高齢者、障がい者の相

談が寄せられた場合に、消費生活センターと

の連携についてどのような体制を取られて

いるのか、お聞かせいただければと思います。 

○八杖会長 こちらはどなたに御回答いた

だくのがよろしいでしょうか。 

○平権利擁護センターあだち課長 こちら

の表のほうにある債務関係の相談は、成年後

見制度の利用の中のきっかけの中の一つに

債務とか経済問題というところがある方が

チェックするという形になってくるので、一

般的な明らかに相談の段階で成年後見制度

ではなく、消費者被害とかそういったところ

に早めにおつなぎしたほうがいい相談に関

しては、そちらの消費者センターのほうを御

案内するようにはしております。 

 認知症があって被害に遭ったりとか、障が

いがあってというふうな方もすごく多いの

で、そこは全く紹介して終わりではなくて、

必要があればその後の例えば地権につない

だり、後見制度につないだりというふうなと

ころも意識して、相談対応させていただいて

おります。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

の笠尾ですけど、私のほうから若干補足させ

ていただきます。 

 消費者センターについては、別のネットワ

ーク協議会に委員として参加していただい

ておりますし、日頃の相談からも必要があれ

ば随時包括につないでいただいたりとか、私

たちに御連絡いただいたりとか、逆に私たち

のほうからも、区民の方から御相談を受けて、

随時、問合せをさせていただいております。 

 そういう意味では、お互いに一緒に何かや

っていくという認識を持って対応できてい

るのというふうに思っておりますけど、特段

何か協定とかそういうものがあるかという

と、そういうものはなく、自然にこういう共

通のものについては、一緒に相談しながらや

るという体制で今やっていけていると考え

ています。 

 以上です。 

○矢頭副会長 ありがとうございました。多

分お互いさまだと思うので、先方というのか、

消費生活センターのほうにも成年後見制度

のある程度の概要を周知、認知していただく

とともに、こちらのほうでも消費者被害の実

態に伴ういろいろな問題についても理解を

深めて、お互いに情報交換をしていく必要は

あるかなというふうには感じております。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。たまた

ま昨日、地域包括支援センターの相談会とい

うのがございまして、私が講師を務めさせて

いただいたのですけど、そこのテーマが消費

者被害、特に不動産取引判断能力不十分者の

不動産取引について、お話をするという内容
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でした。 

 今、高齢者や障がい者の方が不動産を買い

取りますよみたいな、そういった被害が東京

でもたくさん出ているということで、足立区

でも幾つかあるということが確認されてい

て、やはりああいった情報共有は必要だなと。 

 福祉の皆さんは法律がどうなっているか

分からないから、どうつないだら消費生活セ

ンターや司法書士や弁護士につないだらい

いのかというところに悩みを持っていて、一

方で、消費生活センターや弁護士とかは福祉

のことが分からないので、どうしたらいいの

だろうとお互いに悩んでいる状況がござい

ますので、そこで今、矢頭さんが言われたと

おり、連携がうまく、笠尾さんが言われたネ

ットワーク会議とかで対応できるとよろし

いのかなというのをお話を聞いていて思い

ました。 

 笠尾さん、お願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

の笠尾です。 

 実は、まさにそのテーマについて、昨年度

のネットワーク協議会の中で話合いが行わ

れております。生活保護のケースで、要は、

悪徳とされる不動産会社に認知症の方が持

家のマンションを安く売られてしまったと

いう方で、本人は売ったつもりはない。それ

もリースバックでやられてしまったケース

で、その件をネットワーク協議会のテーマと

して挙げさせていただいて、消費者センター

から、あとは弁護士さんなど、いろいろ御意

見をうかがった上で情報共有させていただ

いたということがあります。 

○八杖会長 その話は多分地域包括支援セ

ンターまでは届いていなかったかもしれな

いです。そういった連携が必要、せっかく行

っているので、私も今お聞きして、ああ、そ

うだったのかと思いましたので、それぞれい

ろいろなよい取組をしているようですから、

そこがうまく情報共有できるとよいかもし

れませんね。 

 ほか、いかがでしょうか。大輪さん、お願

いします。 

○大輪委員 資料２－２のところですが、苦

情・権利擁護というところで、この苦情の中

に成年後見人への苦情というのはどのくら

いあって、そして教えていただきたいのは、

どのような対処をされているのかというあ

たりのところを少しお聞きできたらなと思

います。 

○平権利擁護センターあだち課長 そうで

すね、成年後見人への苦情、この中の細かい

内訳に関しては、すみません、私、調べてき

ておりません。申し訳ございませんが、今、

相談で受けている、４月からですけれど、受

けている方が二、三人の方は常にお電話があ

ります。 

 それは、保佐類型の方からの保佐人に対す

る苦情、それは外してほしいとか、あと皆様

が見る場面で通帳だとか、きちっと確認して

本人も同意して渡しているのですけれど、そ

こがスイッチが変わってしまって、権利擁護

センターの職員が勝手に自分の通帳を持っ

て行ったとかということで、本当に日に多い

ときは三、四回とか絶えずお電話くださって

いる方もいらっしゃいます。 

 その対応に関しては、もちろんお話を聞く

のですけれど、その受任してくださっている

後見人とも、どういうふうに対応したらいい

かということを相談させていただいて、後見

人もすごく困っていらっしゃったので、今後

場合によっては替えるとかというふうなこ

とで、開いていきましょうかねという話はし

ております。 

○笠尾権利擁護推進係長 追加でよろしい

ですか。 
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○八杖会長 お願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 補足させていた

だきますと、最近は私たちの窓口のほうでも、

中核機関の周知が行き届いた結果かどうか

はわからないですが、後見制度を御利用され

ている方から直接、御連絡を頂くことがあり

ます。 

 今、平のほうからもありましたけれども、

大体内容としてはお金に関することが多い

です。勝手にお金取られたとか、お金がない

というようなことです。区長申立ての方であ

れば調べると経緯が分かりますので、恐らく

はご自身の状況をよく御理解されていない

方かと思われますが、それでも係の担当がし

っかり最後まで話をお聞きして、後見人さん

にこういうお電話がありましたということ

を情報提供させていただいております。 

 以上です。 

○大輪委員 ありがとうございます。御本人

からの苦情や御家族からの苦情だけではな

くて、関係機関から苦情が入ることもあるか

と思います。なので、今後モニタリングとい

うことを考えていく上では、そういった苦情

の内容についても少し分析していくという

ことが大事かなと思っております。よろしく

お願いいたします。 

○八杖会長 ありがとうございます。ほか、

ございますか。 

 この障がいの取組は非常に計画的になっ

ていて、大変興味深くお話を伺いましたけど、

これは矢頭さんも関わられていて、何かコメ

ントはございますか。 

○矢頭副会長 講師の御依頼を頂いて、今、

アンケート調査に基づいて、何が聞きたいか

というアンケートをしていただいて、内容に

基づいてお話をさせていただくということ

で準備を進めております。 

 ある程度ニーズに応えたお話をさせてい

ただく必要があるかとともに、趣旨としてま

とまりのあるお話ができるように、何とかア

ンケート調査の中については、非常に興味を

持って、どういうことを皆さんお知りになり

たいのかなということを注視しているとこ

ろであります。 

 以上です。 

○八杖会長 今、注視とおっしゃいましたけ

ど、非常に関心を持って成り行きを見ており

ますが、こうやってそれぞれの分野でちゃん

と計画を立てられて、こうやって実行してい

こうというのはとても大切だなというふう

に思いましたね。これがそれぞれの分野で本

当にきちんと取組が進んでいけば、利用促進

につながっていくのかなと思いました。 

 あと精神のほうで、先ほど私、冒頭申し上

げた利用促進の課題や切り口ということで

少しおまとめがあるのですけれど、これにつ

いて何か御意見のある方はいらっしゃいま

すか。 

 私自身は先ほど申し上げたとおり、成年後

見ということだけではなくて、いろいろな支

援方法、もう既にそうされていらっしゃると

思いますけれど、権利擁護支援という大きな

枠で進めていくと、少し取組がしやすくなる

のではないかなと思います。また、成年後見

も、成年後見類型というよりかは保佐とか補

助とか、そういったことの利用が多いのかな

と思いましたので、そちらを意識して、この

（１）（２）（３）を見ていくと、ちょっと

取組も少ししやすいことが出てくるのかな

と思いました。 

 あと、この１、２、３について何かコメン

トある先生方いらっしゃいますか。大丈夫で

すか。 

 じゃあ、議題２は以上とさせていただきた

いと思います。 

 では、続きまして、議題３、足立区高齢者
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保健福祉計画について、事務局のほうから御

説明をお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係、

笠尾です。 

 資料は３－１を御覧いただきますようお

願いいたします。議題にありますように、足

立区高齢者保健福祉計画というものが、こち

らのほうは介護保険の事業計画と合わせま

して、３年に１回見直しをするということで、

全国でこの計画をつくっているというもの

になっております。 

 成年後見については独立した、公式な計画

としてはつくってはいないのですけれども、

この高齢者保健福祉計画の中で、成年後見の

推進事業についても触れているという状態

になっています。 

 今年度というか、令和６年から令和８年の

計画が今年の３月に出来上がりましたので、

それをざっくりと、施策体系とかそういうも

のについて説明させていただきます。 

 資料にありますとおり、高齢者保健福祉計

画については、１番が予防・生活支援、２番

が住まい、３番が医療・介護ということで大

きく３本立ての体系になっておりまして、３

番目の医療・介護というものの中の、その中

でまた（１）から（４）までというのがある

のですが、この（４）のところに、権利擁護

の推進ということで位置づけられています。 

 権利擁護推進の中身がどうなっているの

かというのが資料３－２になります。その中

でうたわれているのが、高齢者が経済的・身

体的要因等により権利が制限される状態で

あっても、意思決定が支援され、尊厳が守ら

れるよう、権利擁護の取組を推進しますとい

うことで、取組方針というのが四角の中に囲

まれていますけれども、アについては、じぶ

んノートを使って意思決定支援ということ

が触れられております。イのほうの中に成年

後見制度のさらなる周知・活用を進めるとい

うことで、この権利擁護推進という取組方針

として、その中に成年後見制度の利用促進が

含まれているという形になっております。 

 その下には成果指標を何で測っているの

かということで、大きくは、成年後見制度の

新規の利用者数、もう一つは、成年後見制度

という制度自体の認知度、これは区の世論調

査で、指標としての数字を出すことになって

います。 

 その下には、重点施策ということで、この

権利擁護推進の中でも重点してやる施策は

何なのかということで、次の３点というもの

が書かれていて、一つには老い支度啓発、も

う一つは、権利擁護センターあだちの運営、

一番最後には、成年後見制度等の利用支援事

業ということが位置づけられているという

ふうに御理解いただきたいと思います。 

 資料３－３、３－４につきましては、そう

した取組の事業概要等、どういう指標で実施

具合を測るのかというのが示されておりま

す。 

資料３－３と資料３－４の見開きになって

いると思うのですけれども、これは左頁から

右頁に続いて見るようになっています。 

 ですから、一番上に老い支度支援啓発事業

とありますけど、それは、事業概要はそこに

書いてあるとおりで、その指標をどうやって

測るかというのが右側に続いて、ページは異

なりますけれども、じぶんノートを活用した

講座の回数や参加人数で指標を測りますよ

というふうに、この表を見ていただくという

ことです。 

 それで言うと、この２行目にある成年後見

制度の例えば利用助成事業、それについては、

その件数を取っていますよというようなこ

ととか、下のほうに行くと、Ⅲの（４）５と

いうところでは、成年後見制度利用支援事業、
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これは重点と書いていますけれども、これに

ついては区長申立の件数を取りますよとい

うようなこととか、そういうような各指標と

事業名、そういう対比をして、これがさらに

資料３－５と資料３－６というものに続い

て、ここにはネットワーク協議会のことが触

れられています。 

 こういうような形で、成年後見事業につい

ては、高齢者保健福祉計画の中で、こういう

形で位置づけられて取り組んでいくという、

新しい計画が今回出来上がっていますとい

うことを御報告させていただきます。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございました。今

の御説明に対して、御質問や御意見がある

方はいらっしゃいますでしょうか。 

 ちなみに障がい者のほうは、今御説明い

ただいたのは高齢者でしたけれど、これは

同じような計画があるのでしょうか。 

○和田基幹相談・権利擁護係長 今年度に

障がい者計画の策定を行っていますので、

そういうところでの計画というところには

ありますが、細かい数値が同じような形で

掲載されているかどうか確認できていない

ので、成年後見制度とか権利擁護という切

り口での目標はありますが、指標というと

ころでは細かくは記載していなかったと思

います。 

○八杖会長 もしよろしければ今後は共有

していただけると大変ありがたいと思いま

した。何か皆さん御質問、御意見はござい

ますか。 

 私からちょっと感想めいた話ですけど、

従来、この数値目標ということについて、

いろいろ御意見がこの審査会でもあって、

例えば区長申立の件数が毎年どんどん上が

っていくような書き方がいいのだろうかと

いうような御意見があったかと思うのです

けれど、そこは、今回も少しずつ増やして

いくというような、そういうような目標、

計画でやっていくということになったとい

うことです。 

○笠尾権利擁護推進係長 取りあえず、令

和８年度までは、そのようにしています。 

○八杖会長 分かりました。従来あった議

論としては、あまり数字にこだわるのがい

いことなのかというような話があって、特

に権利擁護支援というのは、首長申立だけ

ではなくて、さっきの地権事業なども含め

て全体的にやっていこうということですの

で、数字が独り歩きしないほうがいいので

はないかというのが、従来、審査会で少し

話題になっていたことでもありますので、

今後もし計画立てられるときに、審査会に

も少し御意見を言うような機会をいただけ

るとよいのかなと思いましたので、その

点、御検討いただけるとありがたく思いま

す。 

 ほか、網羅的に記載がされていると思い

ますが、かなりたくさん、従来よりもかな

り記載が増えたのではないかなというよう

な印象もありますけれど、こんなに成年後

見関係、記載がされていたでしょうか、従

来から。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係、

笠尾です。項目で増えているというものはな

いです。ただ、去年までの、第８期の計画の

中では、体系の切り口が違っていて、何かば

らばらになってあちこちに入っていたので

す。 

 こういう切り口ではなくて、初期とか中期

とか後期とかというような中にばらばらに

含まれていたので、それを今回体系を見直し

てすっきりさせたところ、結構があったとい

うことになったと思われます。ちなみに数値

については、この会には事前に御相談できな
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かったのですが、私のほうで、適正と思われ

る数字に変更させていただきました。 

 従来は１００、１００、１００みたいな根

拠のない数字が並んでいたのを、可能な範囲

で目標とできるような数値ということで見

直しをさせていただいています。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。こんな

にたくさん記載があって、集めたらすごかっ

たんです、こんなにね。私もちょっと驚いて

います。御意見ある方いらっしゃいますか。

よろしいですかね。 

 そうしましたら、令和８年まではこういっ

たことでやっていこうと。特に重点となって

いるのが老い支度の啓発と、成年後見制度利

用支援事業ということになっておりますの

で、これは関係部署の皆さん、共通のコンセ

ンサスを持って、ぜひ取り組んでいただきた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 では、次の議題に移りたいと思います。議

題の４です。 

 「高齢者等終身サポート事業者ガイドライ

ン」について、これは冒頭、私が少しお話し

してしまいまして、申し訳ございませんでし

た。こちらについて御説明をお願いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係

の笠尾です。実際のところ、八杖会長がお話

ししていただいた以上に説明することはな

く、繰り返しになってしまうのですけど、足

立区の私たちの窓口でも、老後のことを心配

されて、身寄りが誰もいないという方の相談

が増えてきております。 

 現状では、お金のある方は任意で保証会社、

紹介をすることはできないのですけれども、

そういうのがあるので、御活用いただくとか、

あるいは区民相談室があり、そこに専門職の

方がいて、無料で相談を受けられるので、利

用してくださいという形になります。逆にお

金のない人は、残念ながら方策が難しいとい

うような状態です。 

 それで、その中間ぐらいに位置する方へは、

権利擁護センターでやっているあんしん生

活支援事業を紹介するというような位置づ

けになっていて、そのあんしん生活支援事業

については、もう少し使いやすい制度にしよ

うということで、今、見直しをしているとこ

ろです。ですから、来年度以降に新たな使い

やすい形で、もっと利用者を増やしてできる

ようになるのと考えています。 

 そういう事情もありまして、国のほうから

これは、出どころがたしか内閣府ですけど、

各省庁と連携して６月に通知がされて、民間

保証という位置づけなのですけれども、資料

４に書いてあるとおり、その関係省庁できち

んと横断して、整理してガイドラインとして

提示すると書かれていますので、それをどこ

かが単独にやるのではなくて、高齢者の支援

として、みんなで協力してやるということに

なっております。 

 このガイドラインについては、後見制度と

関係あるところもたくさん出てきています。

中ほどには、契約締結に当たって留意すべき

事項として、寄附・遺贈は、契約条件にする

ことは駄目ですよということで、遺贈を受け

る場合でも公正証書遺言が望ましいとかと

いうようなくだりがあったりとか、その下に

契約履行に当たって留意すべき事項として

は、後見人にも情報の共有が重要ですよとい

うようなことが触れられております。あとは、

この民間保証を利用される方であっても、判

断能力が不十分になった場合は当然成年後

見の活用してくださいよということがうた

われております。 

 実際、ガイドラインができたばかりでこれ
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に従って何かが今進んでいるかというと、各

自治体でいろいろ取り組まれているところ

もあるようで、静岡県では、認証制度を立ち

上げるというような話も聞いています。です

から、このガイドラインを基に、これから、

民間保証についても改善が進んでいくのか

なと考えていて、それが改善をしていく過程

において、まず、成年後見制度も全く無関係

ということではないので、我々のほうも注視

して、ガイドラインが有効に活用されるよう

にしていきたいと思っています。 

 簡単ですけれども、以上となります。 

○八杖会長 ありがとうございました。私が

冒頭に話してしまったので、少し話しづらく

なってしまって大変申し訳ございませんで

した。 

 今、御報告いただきましたけど、御質問や

御意見、委員の先生方に限らずあったらお願

いしたいと思いますけど、いかがでしょうか。 

 足立区はもう身寄りのない人先進地区と

言われていて、社協がずっとすばらしい事業

を展開されておられましたけれど、今も引く

手あまたのような感じなのでしょうか。 

○平権利擁護センターあだち課長 私、成年

後見の担当で、課長のほうがよく知っている、

ごめんなさい。 

○八杖会長 山本さんのほうがよろしいで

すか。 

○平権利擁護センターあだち課長 詳しい

です。 

○山本基幹地域包括支援センター課長 基

幹地域包括支援センターの山本です。 

 あんしん生活支援事業については、さっき

見直しをしていますというところで、従来の

事業を契約を結べる方については、とてもき

め細やかな支援ができるものなのですけど、

どちらかというと少しハードルが高い、預託

金が割とかかるとか遺言書をつくる必要が

あるとかというハードルの高さがあるとこ

ろで、今、新規の契約者もここ数年、２桁、

１０人いくかいかないかぐらいで毎年推移

していたかなと思います。 

 一方で、ほかの権利擁護センターの報告の

中でも、視察の対応が結構いろんな自治体か

ら昨年度もいただいていまして、年間でも十

数回、一番去年遠かったのが島根県の安来市

という、安来節のあるところですか、の方が

泊りがけで視察にお越しいただいていろい

ろお話ししたり、名古屋市から来たりとか、

関東近県でも足立区の取組についてお話を

聞きたいということでいらしていただくこ

ともあったりしました。こういう身元保証の

取組をしている全国の社会福祉協議会の中

で、福岡市の社協の取組が民間の保険会社を

使って、保険の商品の中に身元保証の部分を

少し合体させる形で事業展開しています。低

額の保険料で、亡くなった後の保険金を利用

して、亡くなった後のもろもろの手続につい

て対応するという事業です。そういう事業を

社協と民間の保険会社がタッグを組んで、や

っていたというのがあったので、それを参考

に今、権利擁護センターでも見直しされてい

るという話を聞いています。もしそれが実現

したら、従来のあんしん生活支援事業のやり

方と、所得の低い、収入の少ない方への支援

という２段階で対応ができるような仕組み

になると、より使いやすくなるかなと思った

りしているところです。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。国のほ

うでもモデル事業を２つ、身寄りのない関係

やるということになっていて、この間、実施

の自治体が発表されましたけど、その２種類

のうちの１つが、ちょうど足立や今、福岡市

がやっているような、社協が中心になってい

ろいろな支援をしていくと、身元保証の代替
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のような、そういったモデル事業ですよね。 

 ですから、それが今お話聞いてさらに発展

するような感じでいろいろ考えられている

というのは、大変うれしいというか興味深く

聞かせていただきました。 

 もう一つが、何かコーディネーターを設置

しての老い支度プランみたいなのを相談を

聞いてつくるような、そういったモデル事業

を国は実施するみたいですね。それは自治体

に配置するのか、また、社協に配置するのか

いろいろあると思いますけど、何かそういう

コーディネーターを置くような、そういった

モデル事業も実施するということが言われ

ておりました。 

 東京はモデル事業実施がなくて、神奈川は

結構あったかな、神奈川とか愛知とかだった

と思いますけど、あと、先ほど笠尾さんがお

っしゃっていた静岡県のものは、もう既に始

まっている。このガイドラインではなくて静

岡県が、自分でつくったガイドラインですか

ね。それの認証制度、要するにそれを守って

いる事業者さんについては優良という、その

自治体のお墨つきを与えて、それで対応して

いただくというような優良認証制度という

のをつくられて、もう既に動き始めていると

思いますね。 

 ですから、ここら辺の分野の動きがさらに

活発化してくるので、成年後見とか連携とか

も含めて、足立区でもいろいろな検討や取組

が進むとよいのかなというのを聞いていて

思いました。 

 ほか、先生方は何か関心があるところだと

思いますけど、よろしいですか。 

 矢頭さん、お願いします。 

○矢頭副会長 一番悩ましいテーマかなと

思います。現場が一番悩むのではないのかな。

多分施設とか病院とかの入所、入院を検討し

ている高齢者が身元保証を求められ、事業者

を紹介をされると。果たしてその事業者が契

約していいのかどうかといった相談が、例え

ばケアマネジャーや地域包括に寄せられる

と。 

 そうしたときに、このガイドラインを使っ

て、どれだけそのアドバイスができるのかと

いうのをこのガイドライン見たときに、この

民法や消費者契約法に定められた民事ルー

ルに従いつつというような非常に分かりに

くい。福祉の方には、これをガイドラインと

言いつつも、どこまでこれに基づいてアドバ

イスできるのかといったところかと思いま

すので、ないよりはいいのでしょうけれども、

一つは、ここでここからどういった相談やそ

ういった問題点が出てくるかという情報収

集をしながら、地域社会の中で体制を構築し

ていくということが求められているんだろ

うなというふうには思っているので、多分地

域包括の方は大変だろうなと思っておりま

す。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。矢頭さ

んのお話を伺って私も思い出しましたけど、

このガイドライン、身元保証することが前提

で、結構つくられているような気もするので

すが、もう一つ、国の動きとしてあるのは、

身寄りのない方々が身元保証なく入院や入

所ができる、そういった取組が必要だという

ことでそちらのガイドラインも、身寄りのな

い方ガイドラインが出ているかと思います。 

 今、地域で、地域版のガイドライン、身

寄りのない方のガイドラインをつくろうと

いう動きがいろいろ出てきていまして、２

３区だと世田谷区がつくっていらっしゃい

ますけれど、身寄りのない方が突然、入院

する必要があった場合に、家族とかがいな

いと。 

 そういう場合に身元保証にすぐ行くので
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はなくて、これは身元保証を使わなくても、

代わりの方法でいろいろ対応することがで

きるよねというのを地域で医療関係者の方、

福祉関係者の方、自治体の関係者の方が集ま

って協議して、その方が身元保証を使わない

で生活ができる、そういったことをまとめて

いるのがそのガイドラインなのですが、そう

いった道もありますので、何でもかんでもこ

の高齢者終身サポート事業者に身元保証し

てもらう。 

 そのために、これに今矢頭さんから話があ

ったように、沿っている団体なのかどうかチ

ェックしていくという流れだけではないと

いうことは覚えておいていただきたいなと

思いました。いいですかね。 

○矢頭副会長 はい。 

○八杖会長 大輪さん、何かありますか、大

丈夫ですか。 

○大輪委員 大丈夫です。 

○八杖会長 議題の４は以上とさせていた

だきます。 

 続きまして、議題の５、「課題と目標」の

進捗状況につきまして、事務局のほうから御

説明お願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 権利擁護推進係、

笠尾です。 

 資料のほうは５ということで、これは毎回

おなじみの内部実施計画という位置づけの

ものになっており、２年前に策定して、それ

の進捗状況の報告になります。 

 前回御報告させていただいた分との差分

だけ、簡単に説明させていただきます。全体

としては、チーム支援を最優先課題とする方

針には変更ございません。あとは、実施済が

増えているので、今後は今やっているものを

継続していきますよという位置づけになっ

てきております。 

 その中でも進捗があった部分は、まず１ペ

ージでいうと、色をつけてはあるのですが、

真ん中よりちょっと中ほどの広報の欄です。

任意後見制度のＰＲを兼ねた、共通の媒体の

作成、エンディングノートということで、前

回は、じぶんノートを活用した老い支度支援

講座を開設する予定ですというふうになっ

ていたところが、もう今年度スタートしてま

すので、もう既に実施されつつあります。も

う幾つかの包括では実施済という状態にな

っています。 

 それから２ページ目にいきまして、上から

３行目ぐらいのところに少し薄いですけれ

ども、相談対応を行う職員に対する研修がと

いうようなことは、これはこの間の内部の連

絡推進会議で少し話が出たところでもある

のですが、そもそも窓口でうまく対応できな

いというような状態があるということでし

たので、それだったら日頃から相談を受けて

いる権利擁護センターあだちさんのほうで

御教示いただいたほうがいいのではないか

という話が出てきたという状態なので、△と

いう計画という表記を入れております。 

 それの少し下の区民後見人の欄では、継続

的な研修の実施と新たな更新制度の導入と

いうことで、これは随時、更新時の意向確認

文書の中身を変更しているということが変

更されている部分になります。 

 その次は３ページに行くと、下のほうに生

活保護受給者の成年後見申立て手順の見直

しということで、これは先ほど御説明したと

おり、ケアマネジャー向けの研修を先般実施

したということと、あと、この後、時間があ

れば説明していただこうと思っているので

すけれども、生活保護受給者用のプログラム

シートも見直しをしているということもあ

りますので、これも実施という形でつけさせ

ていただいております。 
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 それから、４ページ目の下のほうに固めて

ありますが、マニュアルの見直しということ

で、マニュアルを実際に見直して、マニュア

ルは随時ずっと見直していくので完成とい

うことはないと思いますが、一旦、今年度の

見直しをしましたということで、実施という

印を入れさせていただいております。 

 それから、区長申立に係る資料の見直しと

いうことで、診断書とか本人情報シートの追

加についても、各変更したマニュアル等に記

載させていただいているということで、実施

という扱いにさせていただいています。 

 あとは候補者選定の基準についても、これ

については、先般改正した困難事例検討会資

料様式の余白に記載をさせていただいてお

ります。 

 それからその下、前後しましたけど、困難

事例検討会の様式を見直していますという

ことで実施ということ。 

 それから、印はつけていませんが、今年度

の課題として挙げられているのが、相談から

申立てまでもう少し時間を短縮できないの

かという話が出ていますので、これについて、

今年度少し検討していきたいと思っており

ます。 

 簡単ですけれども、前回と差分については、

そういう形になっています。 

○八杖会長 ありがとうございます。大変重

要なこのシートだと思いますけれど、今御説

明をいただきまして、御意見、御質問等あっ

たらお願いしたいと思いますけど、いかがで

しょうか。その後の時間がなくなってしまう

と、この生活保護の支援プログラムの御説明、

これが大切なような気もしますよね。 

 何かありましたら、その時間を少し、５分

ぐらいは取っていただくことを目指して、御

質問等あったらお願いしたいと思いますけ

ど、いかがでしょうか。黒丸がどんどん増え

ていっている気がしますので、すごいなと思

いながら拝見しておりました。いかがですか。 

 このじぶんノートを活用した講座という

のは、大体内容としては、どんなことをお伝

えするような内容になっているのでしょう

か。 

○笠尾権利擁護推進係長 基本的には意思

決定支援をテーマにしています。皆さん大体

心配されるのは、亡くなった後のことなので

すけれども、その前の段階でいろんなことを

残してくださいということで、そういう使い

方をするノートですよということを話して

いただく中で、いざというときはこういう制

度もありますよということで、成年後見制度

の御紹介や各事業の御紹介もありますので、

そういうページも活用して、実際に書く時間

をつくってくださいということでやっても

らっています。 

○八杖会長 これは各包括の地域の方に御

参加いただいてみたいな感じでやっている

ということですかね、今の話は。 

○笠尾権利擁護推進係長 そうですね、基本

的には各包括の自分の地区の中の人を集め

てやってもらっていますけど、それ以外には

地域学習センターというのも別にありまし

て、管轄は違うのですが、そういう中で、一

般公募でこれを使った書き方講座をやって

いるケースも何回かあります。 

○八杖会長 ありがとうございます。冒頭で、

大輪さんがこのじぶんノートに非常に関心

を持って見ておりますというお話でしたけ

ど、一言ございませんか。 

○大輪委員 でも本当に、テーマは意思決定

支援というところに置いていらっしゃると

いうことで、活用方法について、すごく進ん

でいるなと思いました。 

○八杖会長 ありがとうございます。包括の

皆さんの将来の仕事が大幅に減ることにな
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るのではないかと期待をして、このじぶんノ

ートを見ておりますけど、包括の皆さんが一

番苦しんでいるのが、この方はどうしたいの

かが分からないという場面が多いので、これ

がノートによって分かって、意思決定支援の

ツールとして使えるようになると非常によ

いのかなというのを私も聞いていて思いま

した。引き続き、じぶんノート、注目させて

いただきたいと思います。 

 ほか、いかがでしょうか。みんなせっかく、

この生活保護のお話を聞きたいということ

で質問をしないで言っていただいたように

思いますので、議題の５につきましては、以

上とさせていただきまして、議題の６でよろ

しいですかね。 

 その他について、事務局から御説明をお願

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○笠尾権利擁護推進係長 時間の関係もあ

りますので、まず、そのプログラムのことを

お願いしたいと思います。 

○小林適正化推進係主査 生活支援推進課

の小林と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 私からは資料６－１から６－４になりま

す。被保護者成年後見制度利用支援プログラ

ムの改正について、簡単に説明いたします。 

 被保護者ということで、生活保護受給者の

成年後見制度利用について、福祉事務所内の

ルールだったり、手順だったりを定めたもの

になっています。 

 今回、平成２９年以来の改正ということで、

７年ぶりの改正になりました。今回の改正の

ポイントは大きく２点です。 

 まず、１点目が、資料６－３を御覧いただ

きたいのですが、上から矢印で追っていきま

すと、関係機関とのカンファレンスがあり、

その２つ下に各福祉課においてケース診断

会議の実施とあります。これまでは関係機関

とのカンファレンスか福祉事務所内でのケ

ース診断会議、どちらかを行った上で進めて

いく流れでしたが、今後は、両方とも行う流

れにしています。 

 関係機関とのカンファレンスはこれまで

行っていたのですが、なかなか福祉事務所内

で診断会議を行うことが少なく、組織的な決

定がなされないまま、成年後見制度の利用が

進んでいってしまっていたので、どちらも通

すことで、その方への必要な支援がきちんと

できるよう検討した上で進めていく形にし

ました。 

 また、本日は資料のページ数の関係で割愛

していますが、様式の変更について、福祉事

務所内での検討票と困難事例検討会で使う

資料がこれまで全く書式が異なっていまし

たが、困難事例検討会の様式に合わせる形で、

福祉事務所内の検討票を作成しました。また、

これまで別で作成していた診断会議の資料

も検討票をそのまま診断会議で使えるよう

にすることで、資料作成がケースワーカーの

負担にならないような工夫をしました。 

 大きなポイントはこの２点です。 

これまでも話題に出ていましたが、先日、

ケースワーカー向けの成年後見制度の研修

を行い、このプログラムの改正について詳細

まで説明して、周知を図りました。生活保護

受給者の成年後見制度の需要は非常に大き

いと思っています。ここ数年は年間２０件程

度ですが、まだまだ今後も増えてくるのでは

ないかなと感じています。そのためにもこの

プログラムを活用して、適正に成年後見制度

につなげられるように福祉事務所全体とし

て考えていきたいと思っています。 

 説明は以上になります。 

○八杖会長 ありがとうございます。笠尾さ

ん、何か補足がございますでしょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 生活保護受給者
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と成年後見の申立てについては、過去からい

ろいろ課題がありまして、逐次変更されてき

たという経緯があって、近年では同じような

プログラムがあったのですけれども、どうも

そのとおり実施されていないとか、少し温度

差があるとか、あとは困難事例検討会に出て

きたときに、大分中身がほかのケースとレベ

ルが非常に合わないとかというような状態

がありましたので、今回見直しをお願いして、

その辺の強化をするとともに研修をやった

りして、適正に実施できるようにするための

まず第一歩として、これを改正したという位

置づけになっております。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございます。何か生

保と後見の関係についてコメントのある先

生方いらっしゃいますか。なかなかほかの自

治体でもやっぱり生保案件と首長申立とい

うのをどうやっていったらいいのかという

のが悩んでいるところが多くて、その中でも、

足立区は積極的にその悩みを解消するため

の取組を進めていただいている自治体だと

思っていますので、引き続き、一生懸命みん

なで考えていけるとよいのかなというふう

に拝見していて思いました。まずは、この変

わったものを実際に実行するということが

一番重要ですかね。それで、そこからまた出

てきた課題をみんなで検討していければい

いのかなと思いました。 

 説明が足りないなんていうことは大丈夫

ですか、時間を気にして、コンパクトにまと

めてしまったみたいなことは大丈夫ですか。 

○小林適正化推進係主査 大丈夫です。あり

がとうございます。 

○八杖会長 その他に御報告事項ありまし

たらお願いしたいのですけれど、ほかにもご

ざいますでしょうか。 

○笠尾権利擁護推進係長 特に、緊急を要す

るようなことはないのですが、先ほども申し

上げましたけれども、区長申立ての内部のマ

ニュアルというものがあり、今回、不足して

いるとか、文言が違っているとかということ

を今回訂正したものを再作成し、内部で周知

させていただいたということがあります。 

 マニュアルについては、随時課題が生じて

きますので、その都度みんなで話し合って変

えていきたいと思っています。運用の仕方に

ついても、この間の推進連絡会で周知を図っ

たところですので、そういうのを続けながら、

これも適正に円滑に運用できるようにやっ

ていきたいと考えています。それから、じぶ

んノートについては、もう既に話が出ました

ので割愛します。あとは区長申立てにおける

根拠法令については、また改めて別の機会に

ご説明させていただければと思います。 

 以上です。 

○八杖会長 ありがとうございました。 

 ほかに御意見、御質問がないようでしたら、

ちょうど時間も参ったようですので、以上を

もちまして、本日の議事は全て終了させてい

ただきたいと思います。マイクを事務局のほ

うへお返ししますので、よろしくお願いしま

す。 

○早川障がい援護課長 すみません、１点だ

け補足です。先ほど会長から御質問いただい

た、障がい分野での後見関連の数値目標が障

がい計画の中に入っているかどうかという

御質問だったのですけれども、今年度更新し

ました第７期障がい福祉計画の中で、知的障

がい者、精神障がい者とも実績と目標が明記

されております。 

 令和１１年を最終年としているのですけ

れども、知的障がいに関しては１６件、精神

障がいに関しては３件というふうに明確に

目標設定をしておりますので、申し添えます。 

 以上です。 
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○八杖会長 ありがとうございました。 

○瀬崎医療介護連携課長 では、長時間にわ

たる活発な御議論いただきまして、ありがと

うございました。 

 それでは、本日の足立区成年後見制度審査

会を閉会させていただきます。 

 議事録につきましては、後日事務局から各

委員の皆様方へ内容確認を御依頼しますの

で、御協力、よろしくお願いいたします。 

 以上で終了とします。ありがとうございま

した。 

 

（ 閉 会 ） 


